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（２）中央１丁目地区の将来像 

Ⅰ 中央１丁目地区における歩行者空間ネットワークの構築 

トランジットモール空間として整備する市道中央１－３３０号線を基軸に、既存のア

ーケードや歩行者空間とが一体的となった中央１丁目地区の歩行空間ネットワーク（※

１）を構築し、来街者の回遊性や中心市街地の魅力を向上させる。 

 

Ⅱ 中央１丁目地区への公共交通アクセス体系の整備 

これまで自動車利用が主体であった中央１丁目地区への交通アクセスについて、路面

電車やコミュニティバスなどの公共交通によるアクセス体系を整備し、公共交通による

アクセスを向上させ、自動車から公共交通への転換を推進する。 

 

Ⅲ 市民参加による賑わいのあるまちづくりの推進 

中央１丁目地区への公共交通アクセスや歩行者優先の道路空間整備について、市民と

行政とが協働して進めていく体制を構築するともに、ＴＭＯのまちづくり福井（株）の

商店街整備と連携を図りながら、賑わいのあるまちづくりを推進していく。 

 

 

 

 

 

（※１）歩行者空間ネットワーク 

ネットワークとは、ある一定の目的をもってつながっている網状組織のこと。

中央1丁目地区全体が情報交換や相互交流を通じて、回遊性のある魅力的な歩行

者空間を創出することでネットワークが形成できる。 
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